














































































縦隔 ROI ：平均カウント M





初期像 （H－M） － 後期像 （H－M）
初期像 （H－M）
X 100 (%)






β遮断薬開始前（4－ 1）は NYHA2度で心臓超音波検査での左室駆出率（LVEF）は 39.2％
であった。MIBGでは初期像の H/M比は比較的保たれていたが，washout rateは亢進し後期
像の H/M比は低値を示した。
β遮断薬投与 6ヶ月後（4－ 2）には，NYHA1度となり，LVEFは 58.6％と著明に改善した。
それにともなって，MIBGのWRも 26％と改善を認めた。











LVDd : 63.0 mm























LVDd : 58.1 mm






MIBGの washout rate上昇および後期像の H/M比低下が顕著となることが報告さ
れている1）。各種心疾患において心機能低下とMIBG指標の異常の関連が明らかに
されており，MIBGは心不全の重症度評価に有用である。図 6に筆者らの施設で拡




　1992 年 Merlet ら2）は拡張型心筋症および虚血性心筋症を対象とした研究で，
MIBGの後期像の H/M比が低値である症例は予後不良であり，その予後予測能は
MIBG






LVDd : 72.0 mm
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図 ８
図 8　β遮断薬治療を施行した拡張型心筋症に
おけるMIBGの washout rateと LVEFの
改善度の相関
β遮断薬治療などによる心機能の改善に並



















Washout rate が 10％以上改善した群
Washout rate の改善が 10％未満の群
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して， 123I dual window（IDW）法が提唱されている。159keV用エネルギーウインド
ウに隣接して，高エネルギー側にもう一つのエネルギーウインドウを設定し，簡便
な画像演算により散乱線の除去を行うものである（図 11, 12）。ファントム実験に










Energy ( KeV )
Cscat 529
Cscat 529(x,y)
= k  * W159 / Wup * Cup(x,y)
Corrected Data

























Processed Sub Window Image
Scattered Factor 0.271    
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